平成18年度事業計画策定に関する資料　　　　　　　　高岡委員提案

１）放送のあり方について、デジタル放送の通信と融合、ＮＨＫのネット事業への参入など総務省で懇談が続いているが、視聴者、障害者が蚊帳の外に置かれたまま議論されている。
　アナログ放送が終了することを障害者のどれだけが知っているのか、視聴が保障されるのか、政府の責任が問われる。これは、障害者放送協議会として、意見を提出する必要があると思います。

２）２００７年度に終了する字幕放送拡充の指針に代わる、新しい障害者向け放送の実施目標（ガイドライン）を策定を求める。

　具体的には、今年度中に実施目標を策定するための委員会設置を設ける。

３）２００７年度は、参議院選挙があるが、政見放送の問題も取り上げる必要があるのではないか。

　政見放送に手話放送が入っているが、すべての選挙ではない、候補者の任意に任されている。字幕も任意であるなどの問題があります。

４）障害者を取り上げた番組の顕彰の問題は、幹事会に任せてはどうでしょうか。放送通信バリアフリー委員会は必要性があると幹事会に提案するまでで良いのではないか。

５）障害者放送協議会として、民放連、NHK、電波産業会ＡＲＩＢ、各種懇談会や委員になることや参考人の招致も要望する。
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